
教えてもらって黒豆を植える３年生 親子活動を楽しむ１年生

「おはよう」「はい」「ありがとう」～１学期の締めくくり～
１学期の始業式と１年生の入学式に「おはよう」「はい」「ありがとう」は、みんなが幸せになる魔法の

言葉、３つの言葉を大切にしよう、という話をしました。そして、１学期の朝会の時間を使って「おはよ

う」「はい」「ありがとう」の言葉それぞれについてお話をしてきました。

「おはよう」「はい」「ありがとう」には、３つの良さがあります。

「おはよう」「はい」「ありがとう」を伝えると、言われた相手はうれしい気持ちになります。言ってく

れた人に対して、やさしい気持ちになることができます。

次に、「おはよう」「はい」「ありがとう」を言った人自身も、自分自身がやさしい気持ちになります。

そして、「おはよう」「はい」「ありがとう」が交わされていることを耳にする周りの人もやさしい気持

ちになることができます。

つまり、「おはよう」「はい」「ありがとう」は、相手も自分もそして周りの人たちもやさしい気持ちに

なれる言葉です。

学校は、子供たちが将来社会に出て生きて働く力を付ける場所です。

漢字を覚えたり、計算の力を付けたり、また、国語の文章に書かれていることを読み取ったり、算数の

文章問題を解いたりする基礎基本を身に付けていくこと、反復練習をしたりしながら、自分で自分自身を

粘り強く鍛えていくことが必要です。

そして、それと同時に大切なのは、集団の力です。自分の考えを伝えても笑われたりすることなく受け

止め合える人間関係、友だちの意見を聞いて「なるほど」と思ったり、「いや自分は違うぞ」と思ったり

して、自分の考えをより深め、それを伝えられる人間関係、友だちの頑張りを素直に認められる人間関係

があることで、子供たちは安心して自分自身を鍛えていくことができます。力をもうひと伸びさせること

ができるのです。個人の努力と集団の支えの両方があってこそ、子供たちは伸びることができるのです。

これは、教室だけではありません。学校の中でも、お家の中でもですし、地域の中でもです。周囲からの

温かいメッセージを送り続けることが子供たちの成長につながります。お互いへの信頼関係があればこそ、

万が一良くない行動をしてしまったときの厳しい言葉も素直に受け止めることができるのです。

「おはよう」「はい」「ありがとう」は、そんな教室、そんな学校を、そして、そんな社会をつくってい

くための言葉です。個人を支えられる集団があってこそ、個人が伸びる、そして集団も伸びていくことが

できます。未来を「やさしく」「たくましく」生き抜いていくことができる人になることができます。

この１学期、そんなことを考えながら日々取り組んできました。

１学期の良い締めくくりが夏休みの良い生活につながり、２学期の良いスタートにつながります。夏休

みも「おはよう」「はい」「ありがとう」を大切に、安全で規則正しい毎日を送ってください。２学期に元

気な顔の今田っ子に出会えるのを楽しみにしています。

今田小だより
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折り鶴を上級生に教わる２年生



４日 月 朝会 １０日 水 学校閉庁(～１５日(月))

５日 火 個人懇談(～７日(木)) １１日 木 山の日

朝そうじ ２１日 日 環境美化作業

窯元めぐり（５・６年） ２学期始業式

７日 木 黒豆植え付け（３年） 校外児童会

８日 金 委員会 ３０日 火 第１４９回創立記念日

９日 土 親子活動（１年） ３１日 水 給食開始

１１日 月 児童朝会

１３日 水 夏の臨時(下校)バス運行(～２０日(水)) ２日 金 委員会活動

１４日 木 児童会スタンプラリー ５日 月 児童朝会

給食最終 ７日 水 朝そうじ

安全点検 １２日 月 朝会

１８日 月 海の日 １４日 水 運動会予行

校外児童会 １６日 金 運動会準備

大そうじ １７日 土 運動会(予備日１８日(日))

２０日 水 １学期終業式 １９日 月 敬老の日

２１日 木 夏季休業(～８月２８日(日)) ２０日 火 振替休業日

２６日 月 あすなろ朝会

３０日 金 クラブ活動

火１９日

金１５日

８月

水６日

月２９日

９月

７月

コロナに負けない！暑さに負けない！夏を元気に過ごそう！
今年は早くに梅雨が明け、６月中から猛暑日が続きましたが、７月に入ると今度は雨が続きました。例

年にない気候となりましたが、子供たちは元気に過ごしています。

６月２０日（月）からスタートしたプール水泳は、３年ぶりの実施です。最初はこわごわ水に入ってい

た子もいましたが、徐々に水に慣れ、楽しく水泳の学習をすることができました。子供たちの吸収速度、

成長速度はめざましいものがあります。上級生では、最初数メートルしか泳げなかったのが、慣れてくる

とぐんぐん上達し、長い距離が泳げるようになった子もいます。

コロナ禍は、私たちの生活に様々な制限を加えることとなりました。できないこともありました。でも、

同時にコロナ禍は、私たちの生活を見直すきっかけにもなりました。できないといって嘆くのではなく、

どうすれば目的が達成できるのか、どういう方法をとれば実施できるの

かを考える機会になりました。工夫して実施ができたことを喜び、前を

向いて子供たちの持てる力を伸ばしていくことが必要です。コロナに負

けない、そして、夏の暑さにも負けない夏にしていきましょう。

７月～９月の行事予定
ペットボトルで水に浮かぶ４年生上級生と窯元を巡った５年生 力強く泳ぐ６年生


